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例百

1 本書は、御所市大字本馬字国中・ワキに所右する本馬西遺跡の試:tfal調合iの報告書である。

2 本遺跡は、昭和47年発行、奈良県遺跡地図第 3分冊の16-B -412(こ該当する。

3.調査は柏原地区改良事業に伴う事前調査として、昭和60年 8月12日から 9月15日、実働15日間

をかけて実施し、 御所市教育委員会 藤田和尊が相当した。

4.現地調査および遺物整理、報告書作成には、下記の諸氏の協力を得た。

三野保之・尼子奈美枝・吉村公男・横出昌之・辻合靖司・~~回国光・西村之宏・糸魚川信夫 ・

回中ひとみ・藤村藤子・尾上昌子

5.本書の執筆・編集には藤田があたった。
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I はじめに

昭和60年 7月19日に柏原地区改良事務所を経由して御所市長より改良住宅建設にともなう埋蔵文

化財発掘通知書および届出書が提出された。奈良県教育委員会

文化財保存課を混じえての協議の結果 試掘調査を行し、遺構の

残存状態を検討したうえで本調査を実施する旨の申しあわせが

なされた。

本遺跡は、御所市の東北端に位置し、昭和47年発行の奈良県

遺跡地図第 3分冊においては、 16-B -412として登録されて

いる。須恵器、土師器の採集により、古墳時代後期の遺跡とさ

れてきた。

橿原市との市境ともなっている本馬山は、本遺跡の東方に接

して約60mの比高差をも ってそば立ち、 山頂部には高地性集落

としての本馬丘遺跡や、 3基の古墳さらには、橿原市域となる

東方尾根上には25基の古墳の存在が知られている。

。

II トレンチ調査の所見
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調査地内には試掘のために 6本の卜レンチを設定した。第 1-第5トレンチは、標高81. 68mか

ら81.98mの調査地内における低地水田面に設定したが、第 6トレンチのみ、東方の本馬山に至る傾

斜変換線上の、標高82.64mの畑地面に設定した(図 2)。

第 1-第5トレンチの層序は近似している(図 3)。ほほ水平堆積の状況を呈し 、上層より、①約

15cmの耕土、②約15cmの床土、③15-30cmの暗灰褐色粘質土で、その下が暗青灰色粘土の地山となっ

ている。耕土、床土にわずかに土師器小片が認められるほかは、ほとんど無遺物層であり、地山も

常時の帯水のため還元土となっている。遺構は全く認められない。

第6トレンチで、は①約20cmの耕土、②約15cmの床土があり、その下層は第 1-第5トレンチの③

暗灰褐色粘質土のかわりに④1O~15cmの黒褐色粘質土、さらに、黄褐色砂質土の地山とな っている

(図 3)。④黒褐色粘質土は地山が東方から西方へと下るに従い、西方で若干厚みを増す。④黒偶色

枯質土からは須恵器、土師器の小片約50点が出土しており、稀薄ながらも包含層と認めてよいであ

ろう。

III 出土遺物

いずれも第 6トレンチの④黒褐色粘質土内より出土したものであるが、全て小片で図化できるも

のはわずかである。
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図 2 トレンチ配置図

図3 各トレンチ断面土層図
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(1)は須恵器壷の底部付近の似片で、外面はへラケズリ後ヨコナデ、内I面はヨコナテーで仕上げる。

焼成は思

(2)は土師器杯の口縁部および体部の破片で内外面ともヨコナデで調主主する。焼成は良好、色調は ;J~

赤黄色を呈し胎土中には長径O.5mm以下のクサリ礁を大量に、長径O.5mm以下の長石をわずかに含む。

口持部内面にかすかな段をもっ。(3)は土師器杯の口縁部の破片で、内外面ともヨコナデで調終し、

焼成は良好、色調は赤黄色を呈し、胎土中には長径O.5mm以下の長石をわずかに含む。

(4)は土師質の羽釜の破片で、内外面ともヨコナデで調幣する。焼成は良好、色調は淡茶制色を呈
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し、胎土中には長径 3mmの長石のほか、長径O.5mmの長石をわずかに含む。

ノ/i 
(5)は土師質の羽釜の破片で、内

外面ともヨコナデで調整する。焼

出土遺物実i1!リ図 (S.=!/:i) 

成は良好、色調は暗灰褐色を呈し、

胎土中には長径 1mm以下の長石を

図 4かなり含む。

まとめW 

本馬西遺跡は遺物散布地として『奈良県遺跡地図』に登録されており、今回、柏原地区改良事業ー

の一環として改良住宅建設の事前調査として初めての発制調査を行なうことになった。

低地水図面に設定した第 1-第5トレンチにおいては、遺構の存不Lを確認できなかったのみなら

ず、地山が常時の帯水により還元状態になっているなど、当該地については沼もしくはそれに泣い

泥湿地であったものと考えられ、むしろ遺跡の存夜を積極的に否定するという皮肉な結果となった。

他方、東方に接する本馬山との傾斜変換線上に設定した第 6トレンチにおいては稀薄とはいえ、

(15)の 1-3の様な古尉時代後期に包含層の存在が認められた。同層内からは図 4および図版 9

4 -5の様な中世の羽釜などが、出花して出土した。比定し得る須恵器、土師器や、

この包含層の形成理由については、調査範囲が限定されているため、必ずしも断定できないとは

この傾斜変換線上に遺構カ、あると考えるよりも、むしろ、東方に接する本馬山上に r1j地する百え、

これらの遺物が含まれていたとする蓋然性が高いものと古墳や本馬丘遺跡から滑落した土砂中に、

思われた。

以上の試掘調査の所見をもとに 柏原地区改良事務所と協議を行なった結果、本調子正への移行は

しないこと、本馬山との傾斜変換線付近については立会調査を行なうことの 2点を申し合わせて、
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現地調査を終了した。
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